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栃
木
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 

新
体
制
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト 

 

 
 

さ
る
四
月
九
日
（
日
）
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、 

 
 
 

昨
年
度
の
実
績
・
今
年
度
の
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

四
月
九
日
（
日
）、
宇
都
宮
市
の
ホ

テ
ル
丸
治
で
第
八
回
定
期
総
会
が
二

十
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案
（
平
成
十
七
年
度
活
動

実
績
並
び
に
収
支
決
算
）
、
第
２
号
議

案
（
平
成
十
八
年
度
活
動
計
画
並
び

に
収
支
予
算
）
に
つ
い
て
の
説
明
、

提
案
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
可

決
。
第
３
号
議
案
（
役
員
等
の
選
出
）

で
は
新
た
に
理
事
と
し
て
新
会
員
の
長

尾
嘉
郎
、
山
本
健
、
以
上
の
二
氏
を
選

出
。
引
き
続
き
新
会
員
の
歓
迎
会
（
新

会
員
七
名
中
六
名
が
参
加
）
が
行
わ
れ
、

新
会
員
各
氏
よ
り
自
己
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
平
成
十
七
年
度
の
主
な
活
動
実
績
と

し
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
の

開
催
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、
講
師
派

遣
の
実
施
、
会
報
の
発
行
、
当
協
議
会
の

栞
の
作
成
な
ど
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
新
た

に
設
置
し
た
３
つ
の
専
門
部
会
（
研
修
部

会
、
広
報
部
会
、
企
画
部
会
）
を
中
心
に

実
施
。
栞
の
作
成
、
会
員
研
修
会
の
実
施

「
会
報
の
発
行
」
、
「
外
部
提
案
資
料
の
作

成
」
、
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
大
会
へ
の
参

加
」
、
「
会
員
親
睦
会
の
実
施
」
な
ど
。
協
議

会
の
活
動
に
多
く
の
会
員
の
参
加
、
協
力
が

望
ま
し
く
、「
会
員
の
専
門
部
会
へ
の
積
極
的

 
 
 

平 
成 
十 

八 

年 

度 

活 

動 

計 

画 
 

《
研
修
部
会
》 

 
 

君 
良
秀 

 

今
年
度
研
修
部
会
と
し
て
は
、
部
会

会
議
を
適
宜
開
催
し
な
が
ら
活
動
計
画

を
具
体
化
し
て
い
く
が
、
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
次
の
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
。 

①
養
成
講
座
講
師
の
事
前
連
絡
会 

 

平
成
十
八
年
九
月
十
七
日
（
日
）13
時 

か
ら
、
昨
年
と
同
様
の
形
式
で
実
施
。 

②
会
員
向
け
研
修
会 

 

平
成
十
九
年
一
月
ま
た
は
二
月
に
開
催

す
る
。
詳
細
は
未
定
で
あ
る
が
、
参
加
型

の
研
修
会
に
す
る
予
定
。 

《
広
報
部
会
》 

 
 

伊
藤 

康
子 

 

栃
木
健
生
協
議
会
も
平
成
十
七
年
七
月

に
研
修
部
・
企
画
部
・

広
報
部
の
三
部
門
会
が

新
設
さ
れ
、
私
は
広
報

部
で
活
動
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
方
が
平
成
十
一
年

な
ど
は
専
門
部
会

に
よ
る
新
た
な
取

組
み
で
し
た 

 

平
成
十
八
年
度

の
主
な
計
画
と
し

て
は
、「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
座
の

開
催
」
、
「
助
成
事

業
の
申
請
、
実

施
」
、
「
研
修
会
の

開
催
」
、
「
講
師
派

遣
等
の
実
施
」
、

参
画
、
活
動
支
援
」
も

今
年
度
の
主
要
な
課
題

と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

す
。 

の
立
ち
上
げ
か
ら
基
盤
作
り
に
六
年
間
精
進

さ
れ
、
ま
た
昨
年
は
よ
り
良
い
改
革
を
、
と

い
ろ
い
ろ
の
企
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
今
後
は
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

「
ガ
ラ
ス
張
り
の
話
し
合
い
が
出
来
る
会
」

と
し
て
実
行
に
移
す
年
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
の
広
報
部
も
、
意
欲
あ
る

新
メ
ン
バ
ー
三
人
が
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

事
で
す
し
、
お
互
い
知
恵
を
出
し
合
っ
て
任

務
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

研修会の開催 （3月 12日） 

第８回定期総会 (４月９日) 
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《
企
画
部
会
》 

 
 
 
 

渡
邉 

忠 

 

今
年
度
は
、「
宇
都
宮
の
歴
史
と
文
化
財
め
ぐ

り
」
と
題
し
ま
し
て
、
平
成
十
八
年
五
月
二
六

日(

金
）
に
、
宇
都
宮
歴
史
と
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
員
の
案
内
に
て
、
宇
都
宮
旧
市
内
の

史
跡
め
ぐ
り
を
実
施
致
し
ま
し
た
。「
御
橋
」
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
「
鏡
が
池
」
「
お
し
ど
り
塚
」

「
宝
蔵
時
」
等
々 

ゴ
ー
ル
の
「
二
荒
山
神
社
」

ま
で
約
２
時
間
の
行
程
で
七
千
歩
の
快
適
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。 

 

ゴ
ー
ル
後
「
日
本
一
の
宇
都
宮
餃
子
」
七
種

類
に
ビ
ー
ル
を
添
え
て
昼
食
と
し
、
笑
顔
一
杯

の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
皆
さ
ん
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。  

平
成
十
七
年
度
活
動
事
例 

【
マ
ロ
ニ
エ
会 

 
 
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
】 

 

今
回
で
連
続
五
回
目
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は 

 

次
の
三
つ
で
あ
る
。 

①
「
私
達
自
身
の
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
」
の 

 

実
践
と
、
啓
発
活
動
を
行
う
。 

②
「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」 

 

の
存
在
価
値
と
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。 

③
中
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
生
き
が
い
の
場
づ 

 

く
り
に
寄
与
す
る
。 

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
板
橋
保
夫
氏
の
名
司 

 
会
会
で 

①
伊
藤
喜
代
子
氏
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

②
古
屋
武
裕
氏
の
生
き
が
い
講
演 

③
ア
ロ
ハ
・
レ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
ハ 

 

ワ
イ
ア
ン
ラ
イ
ブ
演
奏 

④
三
品
照
子
氏
他
の
フ
ラ
ダ
ン
ス 

⑤
お
楽
し
み
抽
選
会
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン 

 
e
t
c

・
・
・
で
あ
る
。 

  

今
回
は
「
貯
筋
で
転
倒
防
止
」
と
題
し
て
、

伊
藤
喜
代
子
氏
の
講
演
内
容
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
り
な
が

ら
、
寝
た
き
り
の
方
が
約
二
百
万
人
い
る
。

寝
た
き
り
に
な
る
原
因
は
、
脳
梗
塞
や
転
倒

が
あ
げ
ら
れ
る
。
転
倒
の
原
因
は
、
足
腰
の

筋
力
低
下
と
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
と
い

わ
れ
、
そ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
大
腰
筋
を
使
う
こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
能

力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
体
重
の
移
動
を

ス
ム
ー
ス
に
行
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
研
修
会
の
実
施
】 

 

研
修
部
会
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
当
協
議

会
会
員
向
け
の
研
修
会
を
、
平
成
十
八
年
三

月
十
二
日
（
日
）
に
実
施
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

原
点
を
み
つ
め
る
」
と
し
て
、
栃
木
県
生
活

環
境
部
発
行
の
「
事
例
で
考
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
輪
講

形
式
で
実
施
し
た
。
田
代
会
長
は
じ
め
十
一

名
の
参
加
が
あ
り
、
今
後
の
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
活
動
に
お
け
る
原
点
を
み
つ
め
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

平成 17年９月 11日（日） 

 

【
養
成
講
座
と
講
師
事
前
連
絡
会
】 

 

当
協
議
会
主
催
の
平
成
十
七
年
度
健
康

生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
は
、
七
名
の
受
講
者
を
迎
え
平
成
十
七
年

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
の
六
回
、

毎
回
土
曜
日
の
午
後
に
開
催
し
た
。
受
講
者

全
員
が
第
１
次
資
格
審
査
試
験
に
合
格
さ

れ
、
平
成
十
八
年
二
月
の
資
格
認
定
研
修
会

に
挑
戦
さ
れ
て
、
こ
れ
に
も
全
員
見
事
合
格

さ
れ
た
。 

 

養
成
講
座
の
講
師
は
当
協
議
会
所
属
の

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

【
Ｐ
Ｒ
活
動
】 

我
が
協
議
会
の
栞
で
す
！ 

  

◇ 

生
き
が
い
づ
く
り 

 

◇ 

健
康
づ
く
り 

 

◇ 

趣
味
・
余
暇
づ
く
り 

 

◇ 

知
識
づ
く
り 

な
ど
な
ど
、
地
域
密
着
型
の
「
い
き
い
き
人

生
を
共
に
歩
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
出
前
講

座
も
実
施
中
で
す
。 

と
云
う
こ
と
と
、
そ
れ
を
実
践
で
き
る
、
フ

リ
フ
リ
グ
ー
ハ
ー
体
操
を
参
加
者
全
員
で
行

い
、
我
々
と
参
加
者
全
員
の
一
体
感
を
体
感

さ
せ
て
頂
い
た
。 

 

次
回(

平
成
十
八
年
九
月
三
日)

は
、
温
泉

入
浴
指
導
員
の
関
谷
睦
子
氏
の
「
温
泉
入
浴

で
の
健
康
法
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
予
定
し

て
い
る
の
で
期
待
し
て
下
さ
い
。 

分
担
し
て
担
当
（
一
部

は
財
団
専
任
講
師
に
委

嘱
）
し
た
が
、
講
座
開

催
に
先
立
ち
、
今
回
初

め
て
講
師
を
担
当
す
る

者
と
過
去
に
講
師
を
経

験
し
た
者
お
よ
び
役
員

に
よ
る
連
絡
会
を
開
催

し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
に
向
け
て
の
当
協
議

会
の
考
え
方
、
講
師
と

し
て
の
心
構
え
や
講
義

方
法
な
ど
に
関
し
て
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

（
マ
ロ
ニ
エ
会
） 

 
 

通
信
十
八
回
生 

栃
木
同
期
会 
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☆ 

仲 

間 

が 

増 

え 

ま 

し 

た 

☆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〜
活
躍
を
期
待
し
ま
す
〜 

家
庭
菜
園
と
健
康
生
き

が
い
づ
く
り 

 
 
 

竹
川 

鉄
彦 

 
百
五
十
坪
の
家
庭
菜

園
を
十
五
年
続
け
て
お

り
ま
す
。
畑
が
道
路
沿
い
に
あ
り
通
行
人
と
の

挨
拶
・
会
話
か
ら
、
畑
の
中
で
技
術
指
導
を
受

け
た
り
、
情
報
交
換
し
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。
又
今
年
か
ら
定
年
退

職
し
た
の
で
農
業
大
学
校
や
市
の
農
業
研
修
を

受
講
し
た
り
、
参
考
書
読
み
知
識
を
習
得
し
て

い
ま
す
。 

今
後
家
庭
菜
園
を
通
じ
地
域
社
会

参
加
と
、
奥
の
深
い
家
庭
菜
園
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 

島
方 

正
敏 

酒
好
き
、
漬
物
好
き

で
、
あ
ま
り
長
命
な

家
系
で
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
多
く
は
望
み

ま
せ
ん
が
、
退
職
前
八
年
間
が
健
康
保
険
組

合
の
仕
事
で
し
た
の
で
、
そ
の
頃
か
ら
生
涯

自
立
を
意
識
し
、
そ
の
た
め
の
行
動
と
し
て
、

① 

ガ
ン
対
策
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

定
期
検
診
を
怠
ら
な
い
。
② 

生
活
習
慣
病

（
特
に
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
）
対
策
は
食
事
、

運
動
、
生
き
が
い
つ
く
り
等
に
努
力
。
そ
ん

な
体
験
話
し
が
少
し
で
も
健
康
寿
命
に
役
立

つ
な
ら
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

地
域
デ
ビ
ュ
ウ 

 

 
 
 

長
尾
嘉
郎 

 

平
成
十
四
年
九
月

に
定
年
を
む
か
え
、

今
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
地
元
に
て
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
。
那

須
塩
原
市
の
社
協
に
行
き
、「
独
居
老
人
へ
の

お
弁
当
配
達
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

合
わ

せ
て
、
地
区
“
福
祉
部
”
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
登
録
。
月
２
回
の
「
生
き
生
き
サ
ロ
ン
」

を
手
伝
う
。 

 

平
成
十
五
年
十
月
よ
り
２
年
間
、
栃
木
県

シ
ル
バ
ー
大
学
校
に
て
、
福
祉
の
勉
強
を
学

ぶ
。
今
年
二
月
「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
合
格
。
こ
れ
か
ら
の
、
地

域
活
動
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。 

 
 
 

藤
田
三
夫 

私
は
、
現
在
シ
ル
バ

ー
大
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
養

成
講
座
受
講
す
る
目

的
は
自
分
自
身
の
健
康
・
生
き
が
い
を
見
つ
け

る
こ
と
で
し
た
が
講
座
が
進
み
何
と
か
、
資
格

認
定
は
頂
き
ま
し
た
が
、
合
宿
研
修
会
で
の
実

習
を
ふ
ま
え
て
こ
れ
か
ら
先
何
を
す
れ
ば
良
い

の
か
特
技
も
趣
味
も
無
い
自
分
に
は
、
ま
だ
見

当
も
つ
き
ま
せ
ん
。
何
も
出
来
な
い
か
も
知
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

入
会
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

入
会
後
、
先
輩
諸
氏
の
輝
か
し
い
ご
活
躍

を
拝
聴
す
る
に
、
ま
た
、
最
近
発
表
さ
れ
た

日
本
の
老
齢
人
口
の
割
合
が
、
２
０
．
０
％

の
世
界
一
、
そ
の
中
で
も
独
居
高
齢
者
が
４

０
５
万
人
の
現
実
、
我
々
が
目
指
す
生
き
が

い
づ
く
り
活
動
が
、
益
々
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
健
生
の
発
展
に
新
人
と
し
て
微
力
で
す

が
頑
張
り
ま
す
。 

 
 
 

本
田 

進 

【
四
九
回
資
格
認
定

研
修
会
」
を
経
て
、

財
団
に
認
定
さ
れ
、

【
栃
木
健
生
】
に
新

と
思
い
、「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
資
格
を
取
得
し
こ
れ
に
関
る
活
動

を
し
た
く
、
当
協
議
会
に
入
会
し
ま
し
た
。 

今
後
は
会
員
と
し
て
協
議
会
運
営
に
も
協

力
し
、
自
ら
も
研
鑚
と
仲
間
づ
く
り
に
努
め
、

地
域
自
治
体
等
の
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
の

支
援
活
動
を
積
極
的
に
推
進
実
行
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

先
輩
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
様
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す 

 
 
 
 

森
山
京
逸 

 

私
は
こ
れ
か
ら
の

長
寿
社
会
を
よ
り
健

康
で
生
き
が
い
の
あ

る
人
生
を
過
し
た
い

座
右
の
銘 

 
 
 
 

山
本 

健 

◇ 

人
生
と
は
、
人

生
の
目
的
と
は
何

か
・
・
と
問
わ
れ
れ

ば
、
私
は
「
食
う
て
産
ん
で
死
ぬ
」
こ
と
（
丘 

浅
次
郎
博
士 

生
物
学
的
人
生
観)

◇ 

石

橋
湛
山
元
首
相
の
言
葉 

「
人
生
と
は
飽
く

ま
で
も
生
存
を
目
的
と
し
た
順
応
の
経
過
に

他
な
ら
な
い
。
哲
学
、
宗
教
、
科
学
、
文
芸
、

そ
の
他
百
般
の
人
生
の
現
象
は
た
だ
こ
と
ご

と
く
境
遇
順
応
の
手
段
、
即
ち
生
活
す
る
為

に
起
こ
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
ほ
か

に
意
味
は
な
い
。
」
◇ 

林
語
堂
は
述
べ
る
。

「
人
類
の
理
想
世
界
は
合
理
的
世
界
で
は
な

い
。
ま
た
い
か
な
る
意
味
で
も
完
全
な
世
界

で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
完
全
さ
が
す
ぐ
さ

ま
認
識
さ
れ
、
争
い
が
甘
み
（
う
ま
み
）
を

も
っ
て
解
決
さ
れ
る
世
界
で
あ
ろ
う
。
素
直

に
言
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
人
類
に
望
み
得
る
最

善
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
。
因
み
に
、
研
修

会
参
加
の
目
的
は
財
団
の
意
図
す
る
「
生
き

が
い
」
と
は
何
か
、
定
義
と
実
践
を
学
ぶ
こ

と
で
し
た
が
、
不
勉
強
で
今
だ
に
習
得
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

が
出
来
た
ら
と
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校
に
入

学
。
そ
こ
で
先
輩
が
、
活
動
を
し
て
い
る
と
い

う
健
生
を
知
る
。 

 

「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」（
独
居
老
人
の
集
い
）

を
立
ち
上
げ
た
私
に
と
っ
て
、
健
生
の
活
動
は

ま
さ
に
「
天
の
助
け
」
の
よ
う
に
思
え
た
。 

 

健
生
で
の
多
大
な
情
報
を
頂
き
な
が
ら
、「
に

こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
を
大
き
く
育
て
て
い
け
た
ら

と
願
っ
て
い
る
。 

 

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
を

大
き
く 

 
 
 
 

黒
宮
ヤ
ヨ
イ 

 

栃
木
に
移
り
住
ん
で

４
年
目
。
仲
間
づ
く
り
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忠 

○ 

秋
茄
子
を
畑
に
植
え
し
夫
婦
愛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
里
子 

○ 

口
笛
の
ペ
ダ
ル
軽
や
か
麦
の
秋 

○ 

濃
紫
陽
花
ふ
と
こ
ろ
深
き
妣
を
恋
ふ 

○ 

俗
世
に
清
心
あ
り
き
白
牡
丹 

○ 

並
ぶ
肩
の
余
花
の
如
く
や
遅
れ
咲
き 

○ 

雛
祭
り
回
想
久
し
セ
ピ
ア
色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
飛 

○ 

健
康
は
良
く
食
べ
て
寝
て
良
く
遊
ぶ 

○ 

生
き
が
い
は
仲
間
と
共
に
趣
味
活
動 

○ 

笑
う
人
寡
黙
な
人
よ
り
健
康
体 

○ 

老
境
は
人
生
仕
上
げ
の
宴
ど
き 

《
私
の
生
き
が
い
》 

渡
邉 

忠 

 

〔
（
「
私
の
生
き
が
い
」
そ
れ
は
家
族
で
す
ね
。
）

そ
れ
で
は
作
文
が 

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。〕 

健
康
第
一
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・

家
庭
菜
園
で
汗
を
流
し
、
週
一
回
の
ウ
ク
レ
レ

ク
ラ
ブ
で
の
練
習
（
ミ
ヤ
・
ウ
ク
レ
レ
・
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
に
所
属
、
メ
ン
バ
ー
十
二
名
）
、
野
外
、

老
人
ホ
ー
ム
等
々
で
の
演
奏
（
フ
ラ
有
り
）
で

す
ね
。 

 

そ
の
他
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
と
、
私
の
住

ん
で
い
ま
す
陽
東
地
区
南
中
久
保
自
治
会
で
は

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
年
５
〜
６
回
開
催
）・
ソ
バ
ク

ラ
ブ
・
ジ
ュ
ウ
ス
の
会
等
々
に
参
加
し
、
平
成

十
八
年
五
月
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
健
康
生
き
が
い
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

◇
編
集
後
記
◇ 

た
く
さ
ん
の
記
事
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

‐
松
本
‐ 

《
こ
こ
ろ
の
泉
》 

  

【 

う 

た 

】 
 
 
 

田
代 

利
雄 

 
 
 

〜
飛
ぶ
鳥
の 

は
ぐ
れ
て
一
羽
〜 

星
の
夜
に
飛
び
た
ま
え 

き
み
は 

醒
め
る
よ
う
な
星
の
碧
さ
に 

夢
を
み
た
ま
え 

い
つ
も 

き
の
う
か
ら
き
ょ
う 

そ
れ
か
ら
あ
し
た 

つ
ら
な
り
つ
づ
け
る
流
れ
の
な
か
で 

い
つ
か
ら
か
ひ
と
つ 

い
つ
の
日
か
一
羽 

み
つ
め
て
遠
く
は
ぐ
れ
る
も
の
よ 

飛
ぶ
こ
と
は
出
か
け
る
こ
と
か 

飛
ぶ
こ
と
は
戻
れ
ぬ
こ
と
か 

は
ば
た
い
て 

は
る
か 

は
る
か
の
空
に 

ふ
っ
と
浮
か
べ
る
は
て
し
な
い
想
い 

星
の
夜
に
飛
び
た
ま
え 

き
み
は 

星
の
夜
に
出
か
け
た
ま
え 

や
は
り 

み
つ
め
て
ひ
と
り 

は
ば
た
く
も
の
よ 

飛
ぶ
鳥
の 

今
日
も
は
ぐ
れ
て
一
羽 

「 シドニー港 風景 」 
（油彩Ｆ８号 島方正敏） 

【
朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
】 

 
 
 
 

伊
藤
康
子 

 

近
く
の
児
童
公
園

で
朝
六
時
半
か
ら
ラ

ジ
オ
体
操
を
や
っ
て

い
る
。
も
う
四
年
目

に
な
る
。
最
初
は
運

動
不
足
を
嘆
き
あ
っ

て
い
た
近
所
の
主
婦

仲
間
数
人
で
始
め
た

の
が
今
や
三
十
人
を

越
え
る
人
数
に
な

り
、
夏
休
み
は
子
供

会
の
子
供
も
交
え
て

五
十
人
近
く
に
な

る
。
お
か
げ
で
宵
っ

張
り
の
朝
寝
坊
だ
っ
た
私
も
す
っ
か
り
健

康
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
た
。 

 
 

協協
議議
会会
のの
歩歩
みみ 

そ
の
四
（
設
立
総
会
の
概
況
） 

 

増
渕 

博 

栃
木
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議
会
の

設
立
総
会
は
、
平
成
十
一
年
五
月
九
日
の
午

後
二
時
か
ら
「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
」
Ｄ
教
室 

出
席
の
も
と
に
協
議
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
出

来
ま
し
た
。 

第
１
部
で
は
、
経
過
報
告
・
会
則
・
役
員
・

活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認
を
得
て
、

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
無
事

協
議
会
の
設
立
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

第
２
部
で
は
、
今
で
は
退
任
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
財
団
の
松
本
常
務
の
「
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ

い
て
」
の
記
念
講
演
を
お
聞
き
し
、
今
日
の

当
協
議
会
の
活
動
方
向
を
示
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

第
３
部
は
、
健
康
の
森
一
階
の
食
堂
で
交

流
会
を
行
い
、
仲
間
と
し
て
の
意
識
を
共
有

し
て
協
議
会
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
ま
し

た
。 

 

で
開
催
さ
れ

た
。 健

康
生
き
が

い
開
発
財
団
か

ら
松
本
常
務
、

高
齢
者
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
南

木
常
務
に
出
席

頂
き
、
ま
た
県

の
高
齢
者
対
策

課
長
か
ら
は
祝

電
を
頂
き
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
八

名
の 

前列右から２人目、松本常務 

ﾐﾔ･ｳｸﾚﾚ･ｻﾝｼｬｲﾝの皆さん 
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第
一
章 

 
「
愛
と
笑
い
の
ス
パ
イ
ス
を
少
々
・
・
」 

編 

 

先
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
落
語
を

や
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
お
客
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
と
、
介
護
職
員

合
わ
せ
て
１
５
人
く
ら
い
。 

実
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
か
、
特

養
と
か
は
、
落
語
が
や
り
づ
ら
い
会
場
の
ベ
ス

ト
ス
リ
ー
に
入
る
場
所
だ
。
こ
う
い
う
会
場
で

は
、
自
分
の
最
も
得
意
と
す
る
咄
で
、
敵
（
客
）

の
反
応
を
み
る
の
が
常
套
手
段
。 

ま
ず
は
小
咄
で
さ
ぐ
り
を
い
れ
る
。 

 

親
子
の
会
話
。
子
供
「
お
母
ち
ゃ
ん
大
変
だ

よ
、
お
父
ち
ゃ
ん
が
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
」
母

「
い
い
ん
だ
よ
、
お
父
ち
ゃ
ん
は
、
あ
れ
で
身

体
を
鍛
え
て
る
ん
だ
か
ら
」
。
自
信
作
を
ま
ず

一
発
・
・
。
し
か
し
全
然
受
け
な
い
。 

 

気
を
取
り
直
し
て
２
発
目
。
子
供
「
お
母
ち

ゃ
ん
大
変
だ
よ
、
お
父
ち
ゃ
ん
が
海
に
飛
び
込

ん
だ
よ
」
。
母
「
い
い
ん
だ
よ
、
お
父
ち
ゃ
ん

は
海
外
旅
行
に
い
っ
た
ん
だ
か
ら
・
・
」
無
反

応
。 

 

今
度
こ
そ
と
気
合
を
入
れ
直
し
て
３
発
目
。

子
供
「
お
母
ち
ゃ
ん
大
変

だ
よ
、
お
父
ち
ゃ
ん
が
隣

の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
手
を

つ
な
い
で
逃
げ
て
っ
た

よ
・
・
・
」
。
母
「
い
い

ん
だ
よ
、
向
こ
う
が
本
妻

な
ん
だ
か
ら
」。 

シ
〜
ン
。
（
自
信
喪
失
） 

終
っ
た
あ
と
、
担
当
の

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
「
今
日
は

ち
っ
と
も
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
ね
ー
」
と
私
。
仕

方
な
い
ん
で
す
よ
、
今
日

の
み
な
さ
ん
は
、
半
分
は

耳
が
遠
い
し
、
あ
と
の
半

分
は
笑
う
元
気
が
な
い 

ん
で
す
・
・
」
と
ヘ
ル
パ 

ー
さ
ん
。
（
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
座
布
団
１
枚
） 

「
落
語
の
お
礼
に
・
・
」
と
い
た
だ
い
た

「
い
ち
ご
」
が
甘
酸
っ
ぱ
く
て
せ
つ
な
か
っ

た
。 「

コ
ー
ヒ
ー
は
ガ
ン
を
抑
え
る
！
・
」 

 

以
前
「
月
ノ
家
円
鏡
」
と
い
う
噺
家
が
こ

ん
な
こ
と
を
云
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
・
・
・
。 

「
落
語
は
、
上
手
に
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
よ
り

も
、
お
客
様
に
話
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
・
・
」
と
。 

「
落
語
」
も
「
講
演
」
も
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
、

と
深
く
反
省
。 

 

講
演
活
動
の
方
で
は
、
地
域
の
公
民
館
主
催

に
よ
る
「
高
齢
者
学
級
」
や
「
女
性
学
級
」「
佐

野
市
社
会
福
祉
大
会
」
「
宇

老
連
大
学
校
」
「
ウ
エ
ル
サ

ン
ピ
ア
栃
木
」
「
シ
ル
バ
ー

大
学
校
」
「
高
齢
期
雇
用
開

発
協
会
」
「
国
分
寺
社
協
老

人
大
会
」
等
々
、
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
所
が
だ
い

ぶ
広
が
っ
た
。 

テ
ー
マ
は
「
愛
と
笑
い
の
あ

る
人
生
の
す
す
め
」
と
い
う

私
の
創
作
落
語
？
。 

 

話
の
素
材
は
「
健
康
・
夫

婦
関
係
・
情
報
」
、
そ
れ
に

「
愛
」
と
「
笑
い
」
と
い
う

ス
パ
イ
ス
を
少
々
・
・
・
。 

 

「
昔
ア
ラ
ブ
の
え
ら
い
お

坊
さ
ん
が
、
恋
を
忘
れ
た
哀
れ
な
男
に
、
し
び

れ
る
よ
う
な
香
り
い
っ
ぱ
い
の
、
琥
珀
色
し
た

飲
み
物
を
教
え
て
や
っ
た
・
・
・
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？ 

こ
れ
は
、
「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
」
と
い
う
曲
の

歌
詞
の
一
節
だ
。
「
心
う
き
う
き
、
と
て
も
不

思
議
こ
の
ム
ー
ド
」
男
は
た
ち
ま
ち
若
い
娘
に

恋
を
し
た
そ
う
な
・
・
・ 

実
は
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
、
身
体
に
大
変
良
い
と

～特集記事～ 
 落語家 アドバイザー奮戦記 
          

         板橋保夫 
       （春々亭愛狂） 

い
う
こ
と
が
学
会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

コ
ー
ヒ
ー
を
毎
日
１
杯
以
上
飲
む
女
性

は
、
全
く
飲
ま
な
い
人
に
比
べ
、
大
腸
が
ん

に
よ
る
危
険
度
が
半
分
以
下
だ
っ
た
・
・
・
。

こ
ん
な
調
査
結
果
を
、
岐
阜
大
医
学
部
の
清

水
弘
之
教
授
（
が
ん
疫
学
）
の
研
究
グ
ル
ー

プ
が
ま
と
め
た
。
（
ヤ
フ
ーBB/

毎
日
新
聞
） 

今
、
健
康
に
関
す
る
情
報
や
、
美
容
・
ダ

イ
エ
ッ
ト
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
話
題
は
、
お

茶
の
間
で
の
関
心
も
高
く
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

等
で
も
多
く
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

他
方
「
お
れ
お
れ
詐
欺
・
振
り
込
め
詐

欺
・
架
空
請
求
詐
欺
」「
催
眠
商
法
」「
悪
質

リ
フ
ォ
ー
ム
」
等
々
で
被
害
を
受
け
て
い
る

高
齢
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
腐
敗
し
た
日
本

社
会
の
一
面
を
見
る
よ
う
で
辛
く
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
身
近
に
発
生
し
て
い
る
事

件
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
為
の
情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
、
分
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
被
害
を
防
げ

た
ら
・
・
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
願
い

は
尽
き
な
い
。 

 

特
に
健
康
問
題
は
、
「
生
き
が
い
」
と
並

ん
で
高
齢
者
の
関
心
が
高
く
講
演
等
で
は

欠
か
せ
な
い
。 

自
慢
で
は
な
い
が
、
私
は
健
康
上
い
く
つ

か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
自
称
「
病
気
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
だ
。
三
十
代
の
検
診
の
と

き
に
高
血
圧
が
発
覚
、
そ
の
時
の
血
圧
は
１

６
０
‐
１
０
０
だ
っ
た
。
あ
と
１
年
で
定
年

と
い
う
時
の
血
圧
は
常
に
２
０
０
‐
１
１

０
く
ら
い
あ
っ
た
。 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

常に、笑いのある板橋さんの講演会 
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そ
の
他
、
心
筋
虚
血
症
、
高
尿
酸
血
症
、

肝
機
能
障
害
、
尿
管
結
石
、
胃
炎
、
痔
、
痛

風
、
白
内
障
、
痴
呆
症
？
な
ど
全
部
で
一
〇

も
の
病
と
つ
き
あ
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
医
者

の
専
門
用
語
で
重
病
人
？
と
い
う
の
だ
そ
う

だ
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の
痛
み
が

よ
く
わ
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。 

 

本
来
、「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
は
、
自
ら
が
健
康
で
、
い
き
い
き
し

て
い
る
の
が
理
想
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

逆
も
ま
た
真
な
り
。
あ
つ
か
ま
し
く
も
講
演

の
場
で
、
十
病
人
の
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
話
の
味
付
け
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ

ア
と
い
う
ス
パ
イ
ス
を
少
々
。 

 

体
験
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ト
ー
リ
ー
。
体
験
者
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る

健
康
の
大
切
さ
を
、
こ
れ
か
ら
も
恥
じ
る
こ

と
な
く
、
語
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

「
栃
木
県
健
生
協
」
の
会
員
の
中
に
は
、
こ

ん
な
情
け
な
い
体
験
談
で
な
く
、
素
晴
ら
し
い

特
技
や
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
人

も
沢
山
い
る
。
そ
の
特
技
や
資
格
や
経
験
や
知

識
を
も
っ
と
も
っ
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
さ
ら
に
活
躍
の
場
が
広
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

第
二
章 

「
栃
木
県
健
生
協
の
誕
生
、 

 
 
 
 

そ
し
て
デ
ビ
ュ
ー
」
編 

 

私
が
「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
資
格
を
取
得
し
た
の
は
平
成
八
年

八
月
。
当
時
勤
務
を
し
て
い
た
全
労
済
の
通

信
教
育
制
度
を
利
用
し
て
の
挑
戦
だ
っ
た
。

五
五
歳
だ
っ
た
私
は
、
仕
事
を
終
え
、
帰
宅

し
て
か
ら
レ
ポ
ー
ト
に
飛
び
つ
き
、
毎
月
一

つ
レ
ポ
ー
ト
を
仕
上
げ
て
提
出
。
こ
ん
な
生

活
が
う
れ
し
か
っ
た
。
ま
る
で
学
生
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
に
新
鮮
で
、
毎
日
が
は
ず
ん
で

い
た
。
八
ヶ
月
の
通
信
教
育
を
終
了
す
る
と
、

東
京
で
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
待
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
合
格
す
る
と
、
富
士
吉
田
に
あ

る
日
経
連
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
三
泊
四
日
の

研
修
が
ま
っ
て
い
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

四
六
名
の
老
若
男
女
の
溢
れ
る
よ
う
な
熱
気

を
今
で
も
思
い
出
す
。 

 

し
か
し
、
資
格
は
と
っ

た
も
の
の
活
動
の
場
は
無

か
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
平

成
十
一
年
五
月
に
「
栃
木

県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

協
議
会
」
が
誕
生
し
た
。 

資
格
を
取
得
し
て
か
ら

三
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

た
し
か
、
現
事
務
局
の
友

利
さ
ん
が
発
起
人
だ
っ
た

と
思
う
。
設
立
総
会
は
、

県
内
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
七

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。
職
業
、
年
令
、
経
験
、

生
活
環
境
等
ば
ら
ば
ら
の
人
間
集
団
。
海
図
も
な

い
、
星
も
見
え
な
い
暗
い
海
へ
の
船
出
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
私
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
動

は
、
こ
の
「
栃
木
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議

会
」
が
誕
生
し
な
か
っ
た
ら
あ
り
え
な
か
っ
た
と

思
う
。 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
、
平

成
十
三
年
三
月
、
栃
木
県
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー

主
催
、
栃
木
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議
会
共

催
の
「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン

と
ち
ぎ
」
で
高
山
栄
さ
ん
の
基
調
報
告
の
あ
と
の

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
最
初
の
仕
事

だ
っ
た
。
２
度
目
の
仕
事
は
、
平
成
十
四
年
三
月

に
開
催
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福

祉
協
会
主
催
の
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

で
の
選
択
講
義
。
こ
の
時
は
、
現
会
長
の
田
代
さ

ん
と
二
人
で
「
シ
ニ
ア
か

ら
始
め
る
人
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
師
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。
今
考
え
る
と

駆
け
出
し
の
分
際
で
よ
く

も
ま
ぁ
と
い
う
気
が
す
る

が
、
田
代
さ
ん
に
助
け
て

も
ら
っ
て
な
ん
と
か
大
役

を
果
た
す
こ
と
が
出
来

た
。
そ
の
後
も
、
田
代
さ

ん
に
は
何
度
か
講
師
の
ピ

ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
を
お
願
い

す
る
な
ど
し
て
、
助
け
て

い
た
だ
い
た
。
協
議
会
が

経
験
・
知
識
・
特
技
な
ど
を 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
躍
に
生
か
す
！ 

あ
っ
て
、
同
じ
目
的
を
も
つ
仲
間
が
い
れ
ば

こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
た
ピ
ン
チ
だ
っ
た
。 

発
足
し
て
間
も
な
い
「
栃
木
県
健
康
生
き

が
い
づ
く
り
協
議
会
」
が
こ
の
よ
う
な
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
の
仲
間
に
加
え
て
も
ら
え
た

こ
と
や
、
シ
ル
バ
ー
大
学
校
か
ら
講
師
依
頼

が
き
た
の
は
、
当
時
、
事
務
局
を
担
当
さ
れ

た
増
渕
さ
ん
や
、
高
野
会
長
等
先
輩
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
尽
力
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。 

そ
し
て
、
私
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

今
日
ま
で
こ
う
し
て
活
動
で
き
る
の
は
「
栃

木
県
健
生
協
」
と
い
う
組
織
が
あ
れ
ば
こ
そ

だ
と
思
う
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
し
っ
か
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
「
健
康
生
き
が

い
開
発
財
団
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
個

人
の
活
動
に
は
お
の
ず
と
「
限
界
」
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

‐
板
橋
保
夫
‐ 

栃木県健生協研修会の合間にストレッチ体操 

  板橋さん、チャリティーパーティでは司会で活躍 


